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　東日本大震災は原子力発電所を含めて現在もなお被害の

全貌が判明しませんが、次なる大地震の予想すら報道され

ています。当地区はガバナー会を通じての義援金募金に対

して３月３１日金２３８２万０３４０円を送金しました。

ガバナー会は４月２２日現在合計７億６０７４万１０３４

円が集まり、そのうち１億１，５００万円を第２５２０地

区 ( 岩手・宮城 ) に金５０００万円、第２５３０地区（福島）に金３０００万円、第２８２０地区（茨城）に金１０

００万円、第２５５０地区 ( 栃木 ) に金５００万円、第２７９０地区 ( 千葉 ) に金１５００万円、第２８３０地区（青森）

に金５００万円を送金しました。（詳細に関しては、報告書をご覧ください。）

　その余の義援金の使途については、ガバナー会で議論して、過去の大災害 ( 阪神淡路や新潟中越地震などの ) にお

けるロータリークラブの支援活動などを参考にして、ロータリークラブに相応しい事業として被災孤児となられた

方への教育環境支援を行い、そのため基金を創設することになりました。今回の被災孤児の方々の人数は過去の大

災害の被災孤児の方々より飛躍的に多数と思われますし、支援活動も長期に亘りますから、募金活動は次年度以降

も継続されると思います。

当地区は現在第２５２０、２５３０、２８３０地区に対して、直接義援金を送るべく義援金の募金をお願いしてい

ますが、集まった義援金の一部を上記の基金に割り当てようと考えています。

　その他地区のＲ財団が第２８３０地区 ( 青森 ) と協同でＤＤＦ（当地区の負担金２，０００万円）を活用して青森

県の水道復旧工事を支援することにしています。地区として会員の皆様に義援金の協力をお願いすることは４月末

日締切の募金で、今年度として一区切りつけたいと思っています。もちろんクラブ単位、分区単位での支援活動は

大いに歓迎いたします。

　既にご紹介いたしましたが、ヘリコプター支援につきまして４月１３日水野地区幹事が現地を訪問し被害の実情

等調査してきました。その点につきましては近日中に報告をさせていただきます。

　最後にロータリー活動につきましては、節度をわきまえていただければ、催し物、イベントなど実施していただ

いても結構ですし、その他の事業も当然推進いただきたいと思います。

た じま よしひろ



環境保全委員長　鈴木 元弘

ロータリーのアプローチ
ロータリーの環境保全プロジェクトへの関与は、創立者ポール・ハリスにさかの
ぼります。ハリスは世界を旅行しながら様々な場所で木を植えました。ロータリ
アンは過去１００年間に、公園や環境保全地域の設立から地域社会のリサイクル･
プログラムに及ぶ数千件の環境プロジェクトを実施してまいりました。
　地域社会で実施するプロジェクトを通して、多くのロータリー･クラブと地区は、
環境問題に次のような形で取り組んでいます。

● 環境問題についての意識向上
● 持続可能な土地管理と保全の推進
● 責任ある水利用と廃棄物管理の推進
● エネルギー効率の改善と汚染削減
● 安全な水と基本的衛生設備へのアクセスの改善

行動する
● 地元社会と世界各地で、環境に影響する問題が何かを学ぶ
● 他の人々、組織、地域社会、政府が環境問題にどのように取り組んでいるかを学ぶ
● クラブが地元社会の環境対策として行なえることを検討する
● 地域社会に環境保全のためのどういう支援源があるか発見する
● 地域社会にある既存の資源を生かして、環境を改善する
● 地元社会をプロジェクトに関与させる
● プロジェクトの成功を評価する方法を開発する

CICO 会議は分区毎の開催を隔年で開催しています。本年度は２月東名古屋・南尾張分区、３月西三河中、西三河合
同会議及び東尾張・西名古屋分区、４月西尾張・東三河分区と開催してきました。本年度は各クラブ事務局員の参加
をお願いした関係も有り、一昨年に比べ出席率も上り、例年いない活発な意見と情報交換が行われました。特に西三
河中、西三河合同会議は非常に盛り上がり、時間を延長して開催したほどでした。
本年度のＣＩＣＯ会議開催結果を踏まえ、①出席率の低い分区については２～３分区合同会議として開催する。②ＣＩ
ＣＯ担当者に事務局員を加えた会議とする等、次年度ＣＩＣＯ会議に盛り込んでいく予定です。
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環境保全月間によせて

2010-11年度CICO会議報告

地区IT委員会委員長　杉浦 令淑
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2011～ 2012年度のための地区協議会指導者会議報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

次期地区スタッフ　森 眞

開催日：2011年 3月 27日（日）
会　場：名鉄グランドホテル

　この日は冒頭田嶋好博ガバナーから東日本大震災の被災
者支援についてのこれまでの経緯が紹介され、出席した１
１２名それぞれがロータリアンとしての使命を思い新たに
して会議に臨みました。
　あいにく松前ガバナーエレクト不在の進行になりました
が、山口禎二実行委員長を中心にホストの知多クラブのス
ムーズな運営に片山主水次期地区研修リーダー挨拶、久野
完治ホストクラブ会長挨拶など全体会議は順調に進み、休
憩後テーブルを分けての地区協議会分科会別のグループ会
議においても、４月１６日の協議会へ向けての慎重な打合せが展開されました。
　再び全体会議に戻ってのグループリーダー報告を通し、各リーダーが思考を凝らしての分科会実施に意欲的に取り
組んでいる様子が伺い知れました。
　最後に長谷川正己次期地区幹事より松前ガバナーエレクトの容態についての報告を交えた謝辞があり、会議の幕が
降りました。

「田嶋ガバナー挨拶」
冒頭大震災被災者への支援の紹介があった。

「山口実行委員長概要説明」
協議会成功への祈りを込めての説明。

「グループ会議の状況」
各グループとも熱心な打合せが行われた。

お知らせ

この度ガバナー事務所分室の電話を新設しました。
ロータリー財団と米山・青少年交換は５月１日以降、お問い合わせをそれぞれの番号へお願いいたします。

ロータリー財団 （担当者：川崎） ： ０５２－２１１－２７６０
米山・青少年交換 （担当者：落合） ： ０５２－２２８－０８０８



「地区大会ご案内」
多数の参加を請うホスト役
名古屋瑞穂クラブのみなさん

「分科会の一場面」
各会場工夫を凝らしての分科会

「水野地区幹事災害支援報告」
体験に基づく臨場感あふれる報告。
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2011年～ 2012年度のための地区協議会報告

次期地区スタッフ　森 眞

開催日：2011年 4月 16日（日）
会　場：ウェスティンナゴヤキャッスル
ホストクラブ：知多ロータリークラブ

　２０１１～２０１２年度のための地区協議会は、名古屋城を
間近に望むウェスティンナゴヤキャッスルにおいて総勢１，５
３３名の登録のもと、粛々と開催されました。
　開会に先立ち東日本大震災被災者への黙祷を捧げた後、療養
中の松前憲典ガバナーエレクト欠席を受け田嶋好博ガバナーの
点鐘によって開幕。震災復興への支援、ロータリー活動への思
いについての田嶋ガバナーの挨拶、片山主水次期地区研修リー
ダーの挨拶と続き、ガバナーエレクト講話については田嶋ガバ
ナーが松前ガバナーエレクトの原稿を紹介するという異例の進
行となりました。恒例のガバナー引継セレモニーは６月１１日
の地区役員会長幹事懇談会席上へ延期する旨案内後、名古屋瑞
穂クラブ髙村博三地区大会実行委員長からの大会案内、そして
次期地区協議会ホストクラブとして名古屋千種クラブが発表さ
れました。
　続く分科会においては、各リーダーを中心に九つの会場それ
ぞれに内容のある会議の中、次年度へ向けての方針の周知徹底
が図られました。
　再開された全体会議では、水野吉紹地区幹事から大震災被災
者への支援について実体験に基づく活動報告があり、田嶋ガバナーによる講評の後閉会の点鐘が打たれ、長時間に渡
る協議会が閉幕しました。
　末筆になりましたが、ホストをお務めいただいた知多クラブの皆様には、大幅なスケジュールの変更にもかかわら
ず会員２２名が一丸となってお取り組みいただき、円滑な運営を完遂されましたことに心からの感謝と敬服を申し上
げます。

「田嶋ガバナー挨拶」
ロータリー活動についての思いを語る。

「全体写真」
迎える年度に向け意欲溢れる面々。
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日本初のVTT

VTT派遣壮行会を開催

実　施　日 ： 2011 年 4月 16日～ 5月 15日　１ケ月間
実　施　国 ： RID5890 地区　（米国　テキサス州）
チーム名 ： VTT　Team 2760 
研修先医療機関 ： メソディスト・ホスピタル、MD アンダーソン・キャンサーセンター、テキサス ウーマンズユニバーシティ

日本初の職業研修チーム（ＶＴＴ）が、国際ロータリー財団か
らグローバル補助金の認可が下りました。医療最先端として世
界的に有名な、ヒューストン・メディカルセンター内の医療機
関での研修です。医療貧困国への支援の為の人材育成とメン
バーの専門的技能を磨き、地域医療の向上を目的として頑張っ
てきます。

４月１３日１８：００より、ガバナー事務所分室の
会議室にて、２０１０－２０１１年度地区ロータリー
財団ＶＴＴ派遣メンバー壮行会が開催されました。
田嶋ガバナーを始め、豊島パストガバナー、斎藤パ
ストガバナー、江崎パストガバナー、スポンサーク
ラブの会長・幹事、派遣メンバーを輩出していただ
いた医療機関代表者の皆さま、ほか地区役員の皆さ
ま、財団委員会の皆さま、ＧＳＥ派遣ＯＢの皆さまな
ど、総勢４５名の参加をいただき、時節柄質素なが
らも和やかで派遣メンバーに多くの励ましのお言葉
をいただけた会を催すことができました。

チームリーダー：大野良之（尾張旭RC）　名古屋
大学　名誉教授

この度、職業訓練チーム(VTT)のリーダーを図ら
ずも拝命いたしました尾張旭RCの大野良之であ
ります。3名のチームメンバーがそれぞれの専門
分野でスキルのレベルアップができるよう手助
けできることを大変光栄に存じております。
四十数年来の、持ち前の、英会話力を駆使して頑
張って参ります。

メンバー：清水 宏子／勤務先：名古屋第二赤十字
病院／スポンサークラブ：名古屋千種RC

派遣が決まってから長い準備期間と紆余曲折の
末、とうとう出発の日を迎えることになりまし
た。初のVTTの実現のために尽力して下さった
皆様に感謝します。今は少しの緊張と、大きな期
待に胸をふくらませています。文化と言葉の壁
をおそれず、ロータリアンや研修先病院のス
タッフと積極的にコミュニケーションを図っ
て、成果を上げて帰国します。

RID2760 RID5890

  

メンバー：原 賢康／勤務先：名古屋市立大学病院
スポンサークラブ：小牧RC

日々の診療でいつも疑問に思っていたことは、
自分の知らない、より効果の得られる治療法が
ほかにあるのではないか、ということです。今回
ひと月もの間医療先進国である米国の医療現場
を直に見られることはこれらの疑問を解消する
とともに今後の自身の向上の糧となると期待し
ています。

メンバー：西尾 奈美／勤務先：名古屋掖済会病院
スポンサークラブ：名古屋みなとRC

アメリカの助産の現場を見聞する事で、日本との
分娩の違いを明確にしたいと思います。そして
日本と異なった分娩体験や分娩に対する考え
方、文化、社会背景が、どのように分娩や育児に
影響を及ぼしているのか追究したいです。これ
により日本での分娩への考え方を再考慮し、自
国でより良い分娩体験や育児支援へと導いてい
きたいと考えています。



　当地区は全国有数の会員数を誇りますが、今までロータリー平和フェローの候
補者がいませんでした。この度、オーストラリアのクィーンズランド大学へ一人
留学することが決まり、地区ロータリー平和フェローシップ委員長を務める私を
はじめ関係者一同大変喜んでいます。
　国際ロータリー（ＲＩ）日本事務局に日本からのロータリー平和フェローシッ
プ申請の現状を聞いたところ、「首都圏が中心で、地方からの推薦は少ない」との
回答でした。その際に入手した資料とロータリー財団がウェブで公開している数
字が異なっていましたが、それは国際基督教大学（ＩＣU）の入学者数の関係でしょ
うか。ＩＣＵには日本人の入学条件として外国大学の学部卒業資格が必要であり、
それにより国籍のカウント数が異なったと思われます。
　事業がスタートした２００２－０４年度から２０１０－１２年度までの日本人
フェローの総数は２１人ですが、当初参加したパリ政治学院とカリフォルニア大
学バークレー校が欠け、現在は７大学６センター。特にＲＩプログラムに対する、ＩＣＵの平和および紛争解決の分
野での国際問題研究の貢献はすばらしいものです。（別紙参照）
　ＩＣＵは１９５０年、湯浅八郎初代学長、東ヶ崎潔初代理事長に始まり、ロータリーとは関係の深い大学です。東ヶ
崎氏は、１９６８ー６９年度、日本初のＲＩ会長に就任されました。
　日本のロータリー財団への貢献を考えると、ロータリー平和フェロー数の約２０％は日本から推薦したいものです。
また、短期のカリキュラムを実施する、タイのチュラロンコーン大学のプログラムへの日本人学生の関心が少ない点
は残念です。

ニュージーランド地震で被害にあわれた方々へ支援をするため、地区内のロータリアンの皆様に義援金のお願いをい
たしましたところ、各クラブの皆様より多くの義援金（3月末日の締切で総額３，３４９，３３６円）が寄せられました。
この義援金はニュージーランドおよび太平洋諸島のロータリークラブからなるＲｏｔａｒｙ Ｎｅｗ Ｚｅａｌａｎｄ 
Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ に送金して、地震の被災者の支援に活用されます。４月２６日下記金額を送金
いたしました。皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。

※各クラブの寄付金額一覧は、年次報告書に記載いたします。
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ロータリー平和フェローシップ

ニュージーランド地震義援金に関する御礼

地区ロータリー平和フェローシップ委員長　石川 昌和

国際ロータリー第2760地区ガバナー　田嶋 好博
義援金総額 ３，３４９，３３６円
振込手数料等 ９，５００円
振込金額 ３，３３９，８３６円



東日本大震災で被害にあわれた方々へ支援をするため、地区内のロータリアンの皆様に義援金のお願いをいたしまし
たところ、3月末日の締切で総額２３，７２０，３４０円をいただき、ガバナー会へ送金をいたしました。
３月３１日に開催されたガバナー会において、集まった義援金の現段階での配布地区、配分方法、見舞金等につき検
討された結果、とりあえず４月上旬に見舞金として下記の通り送金がされました。

その後も全国より義援金は集まり、４月２２日現在では６４５，７３４，３１４円となっております。その余の使途
に関しましてはガバナーメッセージに記載の通り被災孤児となられた方への教育環境支援を行い、その基金を創設す
る方向で進んでおります。ガバナー会ではこのため特別委員会を設置し、当地区の田嶋ガバナーが副委員長として参
画をされております事も併せてご報告いたします。

当２７６０地区では現在４月末日を締め切りして第２回目の義援金をお願いしておりますが、今回はガバナー会を通
さず第２５２０地区・２５３０地区・２８３０地区に直接送金をする計画です。詳細に関しましては順次地区ＨＰへ
情報をＵＰさせていただく予定です。

皆様のご理解とご協力に深く感謝いたします。今後も引き続きご支援を宜しくお願い申し上げます。なお今回のガバ
ナー会の義援金の内訳は次のページをご参照ください。

※各クラブの寄付金額一覧（3月末締切分２３，７２０，３４０円）は、年次報告書に記載いたします。

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信5月号7

INFORMATION

東日本大震災義援金に関するご報告

・ＲＩ２５２０地区（ 岩手・宮城 ）
・ＲＩ２５３０地区（　福　　島　）
・ＲＩ２８２０地区（　茨　　城　）
・ＲＩ２７９０地区（　千　　葉　）
・ＲＩ２５５０地区（　栃　　木　）
・ＲＩ２７９０地区（　千　　葉　）
・ＲＩ２８３０地区（　青　　森　）
  計

５０００万円
３０００万円
１０００万円
５００万円
５００万円
１０００万円
５００万円

１１５００万円

（４月４日）
（４月４日）
（４月４日）
（４月４日）
（４月５日）
（４月１３日）
（４月１５日）

地区幹事　水野 　紹



2011年東日本大震災義援金地区別詳細
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（2011年 4月 22日入金分まで）



ガバナー月信を中心に新着の資料から

震災に関して

◎「ロータリーから、あなたへ。〈2000 年国際協議会講演より〉」
 リチャード・キング 2011 2p  （D.2500 月信）

◎「魅力的なロータリークラブ」 2010 4p （D.2530 地区協議会記録）
 北清治

◎「ロータリーの源流」　 2011 21p  （D.2640 月信）
 田中毅

◎「ベンジャミン・フランク・コリンズのスピーチ原稿について」
 成川守彦 2011 4p  （D.2640 月信）

◎「ロータリーの基本精神ー寛容と奉仕の心」 2011 1p  （D.2580 月信）
 上野操

◎「出会いの不思議さと面白さ」 2011 2p  （D.2500 月信）
 渡辺好政

◎「『ノーブレス・オブリージュ（高貴なる者の義務）』について」
 織田吉郎 2011 1p  （D.2790 月信）

◎「青少年はロータリーの継承者」　 2011 9p （D.2710 地区大会特集号）
 若林洋一

◎「CLP 導入しました」 2011 2p （D.2500 月信）
 天神正人

◎「その時ロータリーは…　阪神・淡路大震災第 2680 地区の記録」 1995  107p（D.2680）
◎「震度 7それでもわが大地を愛す（新潟中越大震災復興支援活動の記録）」 2005    48p（D.2560）

ロータリー文庫 〒105－0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階／TEL（03)3433-6456 ・ FAX（03)3459-7506／http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時／休館＝土・日・祝祭日

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信5月号

文庫通信
284 号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

2010-2011 年度ガバナー月信　個人配信登録方法

第2760 地区ホームページより随時受付中！ 
〈ホームページアドレス〉http://www.rotary2760.org

ここにメールアドレスを入力

送信をクリック

① 第 2760 地区ホームページを開き、左メニューのガバナー月信をクリックします。

② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを入力後、送信して登録完了です。

ご登録された方には、月初めに月信のリンクされたメールが送信されます。
ダウンロードの方法はURL をクリックするだけで自動的に PDF データが入手されます。

前年度 登録された方は、再登録の必要はありません
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【上記申込先】ロータリー文庫（コピー／ PDF）

【上記申込先】ロータリー文庫（コピー）
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会員数及び出席報告（平成23年 3月末）
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